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第
八
十
二
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報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
三
十
一
回 

街
頭
演
説
活
動
実
施
！ 

●
開
催
日
時 

四
月
二
十
四
日(

日) 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

●
会
場 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点

南
西
角
地 

●
会
費 

無
料 

●
参
加
者
数 

五
名
●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い

て
」…

天
候
も
良
く
若
干
汗
ば
む
陽
気
の
中
、
各
弁
士
が
憲
法
前
文
、
九
条
二
項
、
緊
急
事
態
条
項
な
ど

を
テ
ー
マ
に
「自
主
憲
法
制
定
」
に
つ
い
て
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
大
規
模
な
自
然
災
害

や
テ
ロ
行
為
な
ど
に
即
座
に
対
応
し
て
い
く
為
に
「緊
急
事
態
条
項
」
が
必
要
で
あ
る
事
を
強
く
訴
え
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
国
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
く
と
い
う
独
立
し
た
国
家
に
と
っ
て
当

た
り
前
の
事
が
で
き
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
九
条
二
項
の
問
題
と
絡
め
て
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て
今
夏
に
実

施
さ
れ
る
参
議
院
選
挙
で
は
自
主
憲
法
制
定
を
争
点
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
点
も
お
伝
え
し
て
い
き

ま
し
た
。
自
称
リ
ベ
ラ
ル
の
若
者
に
話
し
か
け
ら
れ
、
対
応
に
困
惑
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
概
ね
私

共
の
主
張
を
訴
え
る
事
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
チ
ラ
シ
を
多
く
配
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

が
若
干
の
反
省
点
と
な
り
ま
し
た
。
終
了
後
、
近
く
の
喫
茶
店
に
て
今
後
の
活
動
予
定
や
方
針
に
つ
い
て
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
☆
次
回
予
定 

五
月
二
十
九
日
（日
）●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲

法
制
定
に
つ
い
て
」
●
場
所 

御
器
所
交
差
点
周
辺
●
時
間 

午
後
一
時
～
午
後
三
時 

※

終
了
後
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
付
近
の
喫
茶
店
に
て
行
う
予
定
で
す
。
●
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル

（kak
e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.c
o
.jp

 
加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
（名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

第1部、東京会場の桜井よしこ氏挨拶の動画を上映 

第１２回愛知憲法フォーラム開催 

森理事長の開会挨拶 

ご来賓の方々の挨拶、右から名古屋市会議員の岩本
崇宏様、名古屋市会議員の塚本剛志様、前衆議院
議員の東郷哲也様 

5月3日14時より、ウィンクあいち
にて約１３０名の方々にご参加い
ただき開催された。 

南部ふみひろ愛
知県会議員より、
自民党県会議員
全員が参加する
憲法改正を考え
る議連が発足し
たことの報告が
あった。 

第2部は「女子の集まる憲法おしゃべりカフェ」の著者
である いさやまひとみさんによる「女性からの提言」と
題して、非常にわかりやすく憲法改正の必要性ついて
お話しいただいた。 

安倍総理のビデオメッセージも！ 

日本女性の会愛知 
西村会長の閉会挨拶 

名古屋西部支部・ 
西春日井支部 
合同例会開催 

4月12日夕方に開催、「世界は変わっ
た日本の憲法は？」を上映しました。 
終了間際となりましたが神田憲次衆議
院議員にも駆けつけていただき記念撮
影。その後、懇親会を楽しみました！ 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■６月５日（日）午前７時開始。 
■引き続き７月３日（日）午前７時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿の木
枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中止
になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者の
服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★５月１日は、２１名の方に参加していただきました。 
内3名の方が初参加でした。ありがとうございました。 
終了後、月次祭に参列させていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（５月１日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十八年六月  
 

事
務
局
日
誌 
（四
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

八
日
（金
）帰
名
。
夕
方
は
、
要
路
の
議
員

先
生
と
面
談
、
趣
旨
説
明
。 

十
二
日
（火
）夜
、
名
古
屋
西
部
支
部
・
西

春
日
井
支
部
合
同
例
会
へ
。
会
場
は
江
場

寛
一
様
宅
を
お
借
り
し
て
、
一
九
名
の
参 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
十
六 

加
が
あ
っ
た
。 

十
八
日
（月
）夕
方
よ
り
事
務
所
に
て
月
例
事

務
局
会
議
を
開
催
。
当
面
の
課
題
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。 

二
十
日
（水
）午
前
、
真
清
田
神
社
の
辰
守
弘

宮
司
を
表
敬
訪
問
。
今
年
か
ら
新
入
会
の
一

宮
市
在
住
会
員
も
同
行
さ
れ
た
。 

二
十
一
日
（木
）覚
王
山
駅
前
で
の
北
朝
鮮
に

拉
致
さ
れ
た
日
本
人
を
救
う
会
の
署
名
活
動

に
参
加
。
途
中
か
ら
雨
模
様
と
な
り
、
一
時

間
で
切
り
上
げ
る
。 

二
十
八
日
（木
）夜
、
知
多
支
部
武
豊
友
の
会

へ
。
会
場
の
武
雄
神
社
に
は
、
十
二
名
の
参
加

が
あ
り
、
各
自
か
ら
の
近
況
報
告
や
、
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。 

二
十
九
日
（金
）昭
和
の
日
。
岡
崎
で
開
催
さ

れ
た
「昭
和
天
皇
～
世
界
に
輝
く
昭
和
～
」
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
会
に
参
加
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
昭
和

天
皇
御
在
位
六
十
年
の
佳
節
に
作
成
さ
れ
た

映
画
を
、
「昭
和
の
日
」
制
定
を
記
念
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
も
の
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の

映
画
は
青
年
時
代
の
貴
重
な
思
い
出
が
詰

ま
っ
て
い
る
。
当
時
二
十
七
才
。
無
給
の
運
動

員
を
志
願
し
て
、
愛
知
県
下
の
市
町
村
を
巡

回
す
る
上
映
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。 

１
６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
映
写
機
、
ス
ク
リ
ー
ン
を

車
に
積
ん
で
、
各
地
の
公
民
館
や
集
会
所
で

映
画
を
観
て
も
ら
う
も
の
だ
っ
た
。
多
く
の
戦

中
派
の
方
々
と
知
己
を
得
た
し
、
多
く
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
あ
れ
か
ら
三
十
年
が
経

過
し
た
。 

十
四
日
目
、
今
日
は
高
知
県
越
智
町
に
あ

る
安
徳
天
皇
の
越
智
陵
墓
参
考
地
を
目
指

し
ま
す
。
途
中
、
西
条
市
に
あ
る
式
内
名
神

大
の
伊
曾
乃
神
社
を
参
拝
し
ま
し
た
。
御

祭
神
は
景
行
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
武
國
凝

別
命
で
す
。
伊
予
の
国
土
開
発
の
大
任
を

お
び
こ
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

ま
た
近
く
に
は
乗
馬
の
練
習
を
さ
れ
た

「御
馬
場
跡
」
も
あ
り
ま
す
。
壇
ノ
浦
よ

り
対
馬
よ
り
こ
こ
が
一
番
真
実
に
近
い

よ
う
思
わ
れ
ま
す
。
壇
ノ
浦
は
建
前
と

し
て
の
御
陵
で
あ
り
、
対
馬
に
つ
い
て
は

土
佐
の
安
徳
天
皇
の
末
裔
が
対
馬
に

渡
り
宗
氏
と
な
り
近
く
に
御
陵
を
設

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

次
は
高
知
市
方
面
に
向
か
い
伊
野
イ
ン

タ
ー
か
ら
高
速
に
入
り
再
び
瀬
戸
内

側
に
移
動
し
ま
す
。
三
島
川
之
江
イ
ン

タ
ー
を
出
て
イ
ン
タ
ー
の
東
隣
に
回
り

込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
第
十
九

代
允
恭
天
皇
の
第
一
皇
子
で
あ
る
木

梨
軽
皇
子
の
妻
鳥
陵
墓
参
考
地
で
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

ま
だ
少
し
日
は
高
い
の
で
す
が
、
あ
と

四
国
で
残
る
は
高
松
市
屋
島
の
景
行

天
皇
皇
子
の
神
櫛
王
の
お
墓
と
鳴
門

市
に
あ
る
土
御
門
天
皇
の
火
葬
塚
で

す
。
今
回
は
そ
の
二
カ
所
を
参
拝
し
て

崇
徳
天
皇
の
白
峯
陵
は
今
回
は
失
礼

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

神
櫛
王
は
讃
岐
の
国
造
の
始
祖
で
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。
土
御
門
天
皇
は

承
久
の
乱
の
後
、
自
ら
土
佐
に
お
移
り

に
な
り
、
そ
の
後
こ
こ
阿
波
の
地
で
お
暮

し
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
二
礼
二
拍
手

一
礼
。 

こ
の
日
は
徳
島
阿
波
お
ど
り
空
港
そ
ば

の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
。 

（愛
知
県
本
部 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

ド
レ
ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。
慎
重
に
走
り
、

ふ
も
と
か
ら
一
キ
ロ
ほ
ど
お
き
に
第
一
駐

車
場
、
第
二
駐
車
場
と
通
り
過
ぎ
第
三

駐
車
場
で
車
は
行
き
止
ま
り
で
す
。
こ
こ

か
ら
は
一
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
で
す
。
コ
ー
ス
入
り
口
に
は
横

倉
宮
の
鳥
居
。
ハ
イ
キ
ン
グ
開
始
で
す
。 

そ
し
て
伊
曾
乃
神
社
か
ら
西
に
三
キ
ロ
ほ
ど

の
と
こ
ろ
に
あ
る
石
鎚
神
社
を
参
拝
し
ま
し

た
。
西
日
本
の
最
高
峰
の
石
鎚
山
が
御
神

体
で
す
。
石
鎚
大
神
は
、
伊
邪
那
岐
命
と

伊
邪
那
美
命
の
第
二
子
で
、
天
照
皇
大
神

の
兄
に
当
た
る
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

本
殿
が
改
装
中
で
あ
っ
た
た
め
、
本
殿
の
中

が
解
放
さ
れ
て
い
た
の
で
中
に
入
っ
て
参
拝

し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

さ
て
こ
こ
か
ら
は
高
速
道
路
は
大
回
り
過
ぎ

る
の
で
一
般
道
で
越
智
町
を
目
指
し
ま
し

た
。
一
般
道
の
山
道
な
の
で
す
が
国
道
一

九
四
号
線
は
と
て
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て

走
り
や
す
い
道
で
し
た
。
越
智
町
に
到
着
し

横
倉
山
山
頂
へ
向
か
う
道
に
入
り
ま
し
た
。

一
転
す
れ
違
い
が
で
き
な
い
狭
い
道
で
ガ
ー 

七
日
（木
）在
京
の
弟
と
久
し
ぶ
り
に
会

う
。
折
角
な
の
で
、
お
互
い
の
友
人
も
誘
っ

て
夕
食
会
を
持
っ
た
。
銀
座
「酒
の
穴
」
は
、

各
テ
ー
ブ
ル
毎
に
燗
を
つ
け
て
酒
を
飲
む

こ
と
が
で
き
る
。
味
は
大
名
、
値
は
足
軽

の
良
店
で
す
。↓

昔
懐
か
し
い
チ
ロ
リ 

一
日
（金
）夕
方
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
二
名
来
局
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
案

内
状
の
封
入
作
業
を
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
。
終
了
後
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
近

く
の
お
好
み
焼
き
屋
で
慰
労
。 

六
日
（火
）上
京
。
早
め
に
着
い
た
の
で

増
上
寺
で
桜
見
物
を
し
て
、
衆
議
院
議

員
会
館
へ
向
か
う
。
美
し
い
日
本
の
憲

法
を
つ
く
る
国
民
の
会
総
会
に
参
加
。

会
場
に
は
、
熱
田
神
宮
の
小
串
和
夫

宮
司
や
元
民
社
党
委
員
長
の
塚
本
三

郎
先
生
の
お
顔
も
あ
り
、
ご
挨
拶
申
し

上
げ
た
。 

途
中
蜘
蛛
の
巣
が
頭
に
絡
み
つ
く
の
に
悩

ま
さ
れ
ま
す
。
木
の
枝
を
拾
い
そ
れ
を

振
り
回
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
三
分

の
一
ま
で
来
た
と
こ
ろ
に
全
国
名
水
百

選
「安
徳
水
」
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

進
み
三
分
の
二
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
「安

徳
帝
行
在
所
跡
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
人
目
を
忍
ん
で
お
暮
し
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
陵
墓
参
考
地
の
手
前
に

横
倉
宮
が
あ
り
参
拝
し
ま
し
た
。
御
祭

神
は
も
ち
ろ
ん
安
徳
天
皇
で
す
。
二
礼

二
拍
手
一
礼
。 

さ
ら
に
少
し
進
む
と
そ
こ
に
越
智
陵
墓

参
考
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
天
皇
が
従

臣
た
ち
と
蹴
鞠
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
伝

え
ら
れ
地
元
で
は
「鞠
ヶ
奈
呂
陵
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 


